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令和８年 ３月１１日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立下目黒小学校 

校長  守屋 大貴 

令和７年度 目黒区立下目黒小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年 ６月２８日（土） 午前１０時５０分～午後１２時００分 

・「令和７年度学校経営方針」説明 

・学校生活全般についての意見交換 

・コミュニティ・スクールの学校運営協議会・地域学校協働活動推進員につ

いて  等 

（２）第２回実施日時 令和７年１１月 ６日（木） 午前１０時５０分～午後１２時００分 

・校内観察（学校公開日） 

・学校生活全般についての意見交換 

（３）第３回実施日時 令和８年 １月２２日（木） 午前時分～午後時分 

・今年度教育活動の振り返りと来年度教育活動に向けて（学校評価検討） 

・来年度学校運営協議会について 

 

２ 参加者 

堀江 久教 様    平出 明 様    久保 栄 様 

勝呂 喜代美 様   松金 一江 様 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 

学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見）  

Ⅰ  学校全体につ

いて 

・学校の雰囲気、学

習環境、教職員の

態度などについ

て、家庭・地域と

の連携、地域人材

の活用などにつ

いて 

◎保護者・低学年児童・教職

員では、すべての評価項目

で肯定的評価が９０％以上

であり、学校全体への評価

は概ね良好である。特に、

低学年児童に置いては、す

べての項目について４ポイ

ント以上増となった。高学

年児童については、「学校

は楽しいですか」と「小学

校が好きですか」の２項目

においていずれも１ポイン

ト減となったが、９０％前

後を保っている。 

・引き続き日々の気

分 の 入 力 や i-

check などのデー

タの分析・把握を

確実に行い、児童

理解を深めるとと

もに、日々の連絡

帳にも複数人で目

を通し、迅速かつ

組織的に対応す

る。 

 

 

 

・左記のとおり。 
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●地域の方からは、「学校と

地域の連携は円滑に行えて

いる」が１５ポイント減と

なった。今年度は組織的に

地域行事に参加しやすいよ

うな体制を整え、芝刈りや

住区の行事などにも顔を出

せるようにし、保護者から

は評価する声があったもの

の、地域の方からは「勤務

の関係で難しいとは思う

が、もっとふれあいたいと

思っている」との意見があ

った。 

 

・教職員が地域の活

動にも参加しやす

くなるよう、環境

を整える。さらに、

その成果について

も学校だより・ホ

ームページ等で発

信していく。 

・今年度、体制を整えて

もらったが、数名の先

生方にしかお会いでき

なかった。年に１回で

も顔を出してもらえる

と嬉しい。 

・休みの日で難しいかも

しれないが、子供たち

が地域で見せる顔は違

うので、そのあたりを

管理職から伝えたり調

整などの配慮をしたり

するといい。来年度か

らの取組を変えていく

といいのではないか。 

・芝刈りも先生方やＰＴ

Ａの負担も軽減できる

ように、来年度の学校

運営協議会でも考えて

いきたい。 

 

Ⅱ  教育目標につ

いて 

・教育目標、時程、

教育内容全体に

ついて 

⦿教育目標については、教職

員・地域においては肯定的

評価が９０％を超えていた

ものの、保護者については

１．４ポイントの微減であ

った。自由記述欄を見ると、

「わかりにくい」「具体性

がない」「どのように実践

され、どのような成果につ

ながったのかが分かるとよ

い」といった意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年度初めの保護者

会での説明だけで

なく、年間を通し

て、教育目標を達

成するための取組

や成果について、

指導の実態や児童

の具体的な姿を取

り上げながら、発

信していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・左記のとおり。 
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●時程について、本校では午

前５時間制のメリットを生

かして時程を工夫し、教育

内容を充実させつつも児童

が早く下校できるよう設定

している。これまで特に否

定的な意見は上がっていな

かったが、今年度は「学校

にいる時間が短すぎる」と

いう意見があった。また、

「休み時間が短くなった」

「やることが増えた」など、

実態とは異なる意見もあっ

た。 

 

・保護者・地域への実

態の発信が充分で

ないところについ

ては、学校評価の

報告や学校だより

等で分かりやすく

伝える。 

・午前５時間制は区の方

針であること、メリッ

トなども伝えていくこ

とを続けていく。 

・下校が早まったので、

子供たちが公園で遊ん

でいる姿を見る。それ

までは、ほとんど子供

を見なかった公園で

も、子供が集まるよう

になり、自治会の方が

子供たちのためにゴミ

拾いなどをするように

なった。その様子を見

た子供が一緒に行って

いる様子もあるなどの

良さもある。地域と保

護者の考え方が違うと

ころがあるのかもしれ

ない。 

 

Ⅲ  心の教育につ

いて 

・道徳科の授業の充

実や児童・生徒の

道徳的実践力の

向上に向けた取

組について 

⦿児童の肯定的評価について

は、高学年・低学年ともに

数ポイント増となり、高い

水準を維持している。一方

で、保護者の肯定的評価は

３ポイント減となり、自由

記述をみると、特にたてわ

り班活動について、肯定的

な意見と、「児童の負担に

なっている」という否定的

な意見の両方が見られた。 

 

・たてわり班活動に

ついては、高学年

児童の主体性を重

視しつつ、担当教

員は高学年児童の

負担感・活動内で

のトラブルに対す

るフォローを十分

に行い、児童の様

子について情報共

有を確実にする。 

 

 

・道徳だけではなく、全

教科や特別活動などを

通しての心の教育であ

ることをアピールして

いくとよい。 

・同じたてわり班の友達

の名前を言えるように

なるなど、子供たちの

関わり合いにとって大

切な活動である。 

Ⅳ  学習指導等に

ついて 

・学力の定着・向上

に向けた授業の

改善・充実、少人

数指導、しもめタ

◎学習指導については、四者

ともに肯定的評価が９０％

以上であった。 

 

 

 

・学習のＰＤＣＡサ

イクルや学年会等

をいかして、引き

続き授業力向上に

努める。 

 

・教員の評価が下がって

いる。教員のさらなる

意欲や授業力向上に繋

がるよう、面談等で伝

えていくといい。 
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イム、主体的に学

習に取り組む態

度等の取組につ

いて 

・職場体験等体験活

動、自然宿泊体験

教室、キャリア教

育等の充実につ

いて 

●学習用情報端末について、

保護者からは活用について

肯定的な意見も多くある一

方で、「重すぎる」「紙を使

った読み書きの時間もとっ

てほしい」「誤操作なども

あり効率が悪い気がする」

「健康面での懸念がある」

など疑問を呈する意見も多

く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

◎出前授業・体験活動を取り

入れた教育活動について

は、学校公開時のアンケー

トなどでも肯定的な声が多

かった。 

 

・今年度、学習用情報

端末の更新が行わ

れ、仕様や活用す

るアプリなども来

年度は大きく変わ

る予定。基礎学力

の定着や、学習用

情報端末の活用に

おいて身に付けさ

せたい力を重視

し、児童の実態に

合ったルール作

り・活用方法につ

いて検討し、学校

全体で足並みを揃

えた指導を行う。 

 

・今後も、カリキュラ

ム・マネジメント

を行い、計画的か

つ効果的に出前授

業・体験活動を取

り入れていく。 

 

・左記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・左記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 体育・健康教育

について 

・体力向上、健康の

促進に向けた取

組について 

◎体力向上・健康の促進につ

いては、高学年児童の肯定

的評価は昨年に引き続き７

０％台だったものの、保護

者・低学年児童・高学年児

童いずれもポイント増とな

った。教職員は１．５ポイ

ントの微減ではあったが、

今年度から「体力向上週間」

を 2 回に増やしたり、芝生

養生中も体を動かす機会を

確保できるよう工夫したり

した成果が表れたと言え

る。 

 

 

・体力向上週間は、実

施期間中だけでな

く、普段の授業や

日常生活とのつな

がりをさらに意識

した内容を考え

る。引き続き、子ど

もたちの運動の機

会を確保できるよ

う、芝生養生中の

教育活動について

も学校全体でカリ

キュラム・マネジ

メントを行う。 

 

・自分の健康についての

気付きなどの気持ちの

問題が、高学年の評価

が下がった要因の一つ

かもしれない。「健康に

気を付ける」という文

言が子供にとって難し

いのか。そのときの状

態や回答の時期（体調

を崩した、感染症の流

行）などに捉え方が変

わるのかもしれない。 
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Ⅵ  特別活動につ

いて 

・学校行事の充実、

異学年交流活動、

クラブ・部活動の

充実などについ

て 

⦿特別活動について、児童の

肯定的評価は低学年・高学

年ともに微減となったもの

の、いずれも９４％という

高い水準を維持している。

今年度は、学級会で使う掲

示物の作成や議案箱の設置

など、教材・教具の充実が

図られた。保護者の肯定的

評価は２．５ポイント減と

なった。自由記述を見ると、

委員会活動については肯定

的な意見が多かったもの

の、クラブ活動については

肯定的な意見と、「実施回

数が少ない」という否定的

な意見の両方が見られた。 

 

・クラブ活動につい

ては、活動の主旨

について児童、教

職員、保護者の共

通理解を図る。そ

の上で、ねらいに

沿った活動の充実

を目指す。学級会

や委員会活動につ

いては、引き続き

特別活動部が中心

となって、児童に

よる自発的・自治

的な活動を充実さ

せる。 

 

 

 

・学級の前や廊下の掲示

などからも特別活動が

充実しているのを感じ

る。これだけ掲示物が

充実している学校は少

ない。ぜひ継続して、子

供たちの自発的・自治

的な活動を充実させて

ほしい。 

・低学年が高学年の活動

を見て、憧れをもつよ

い活動なので、続けて

ほしい。 

Ⅶ  学校生活全般

について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、

いじめや不登校

の現状と対応、教

員の関わり方、特

別支援教育への

取組などについ

て 

⦿生活規律についての保護者

の肯定的評価は２．５ポイ

ント、高学年児童は０．１

ポイント減となった。一方

で、低学年児童の肯定的評

価は６．４ポイント増とな

った。保護者の意見につい

ては、他の項目の自由記述

欄に「言葉遣いが気になる」

「落ち着かない様子が見ら

れる」などの記述があった。 

・毎年の「下目黒スタ

ンダード」の見直

し、共有、指導時間

の確保などを継続

的に行う。 

・生活規律の徹底や

いじめの防止に努

める。 

 

 

 

・学校に来ると子供たち

がよく挨拶をしてくれ

る。知る限りでは本校

が一番である。朝会な

どで、子供たちを褒め

てあげてほしい。 

・「下目黒スタンダード」

は、指導しやすいから

ではなく、子供が一緒

に考えて「下目黒スタ

ンダード」をつくって

いこうというスタンス

で進めていくことが大

切。一方的ではなく参

画意識を高められるよ

うに。 
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＜防災教育･安全指

導＞ 

・事故や災害に関す

る安全教育や情

報モラル教育の

充実、安全管理な

どについて 

◎安全教育・事件事故等の防

止についての肯定的回答

は、四者ともどちらの項目

についてもポイント増とな

った。避難訓練については、

教職員内でねらいや内容に

ついての共有が早めに行わ

れ、計画的に指導すること

ができたこと、安全教育に

ついては、学習用情報端末

を活用して足並みを揃えて

指導することができたこと

が成果につながったと考え

る。保護者の自由記述欄で

も、避難訓練の具体的な内

容に触れているものなどが

複数あり、保護者の意識も

高まっていることが見て取

れた。 

 

◎情報モラルについては、学

校裁量の時間を生かして、

充実した取り組みとなるよ

う教育課程を組んでいる。 

・避難訓練のねらい

を明確にし、継続

した指導を行うと

ともに、最終的に

は「考えて行動す

ることが大切であ

る」という点につ

いて、児童の自覚

を促す。 

 

・引き続き、防災教育

や安全指導の様子

を保護者に発信し

たり、取組の成果

を教師が価値づけ

て児童に自覚させ

たりして、指導の

充実を図る。 

 

 

・情報モラルやＩＣ

Ｔ機器の利用につ

いて、引き続き時

数を確保して充実

した取り組みとな

るようにする。家

庭との連携を大切

にする。 

 

・左記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

・左記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各家庭の事情で一律に

はできないが、各家庭

のルールがどのように

なっているかを言える

ように、各家庭に常に

投げ掛けることが必

要。犯罪に巻き込まれ

被害者になることや、

加害者になることもあ

る。家庭に継続して啓

発していく必要があ

る。 

 

・児童の情報モラル教育

を、これからもしっか

り行ってほしい。 
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＜幼・保・小・中連

携＞ 

・中学校や同じ中学

校区の小学校と

の連携について 

・近隣の幼稚園・保

育園との連携に

ついて 

●小・中連携については、保

護者の肯定的評価は０．６

ピントの微減となった。取

り組みに実施については意

識して発信したものの、内

容まで十分に触れることが

できていなかった。 

 

・小・中連携の取組は

保護者や外部に伝

わりにくいので、

実施報告だけでは

なく、内容や成果

について積極的に

発信する。 

 

・左記のとおり。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の

充実について 

⦿校内の連絡ツールを活用し

た情報発信の充実について

は、引き続き多数の肯定的

な意見を得られた。ホーム

ページについては、新仕様

になり「見づらい」という

意見はなくなったが、「学

年により記事の数にばらつ

きがある」といった指摘や、

校内連絡ツールがあるので

あまり見なくなった、とい

う意見があった。 

 

・保護者への情報発

信は、よりタイム

リーに、クローズ

ドでできる校内連

携ツールを、今後

も活用していく。 

 

・ホームページは、広

く一般の方がみら

れることを鑑み、

学年によって差が

ないように更新に

努める。 

 

・左記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

・左記のとおり。 

 

 

 

 

 

Ⅸ  教員の人材育

成について 

・日常の職務をとお

して専門性と協

働性の育成、教育

公務員の自覚に

ついて 

◎教職員の肯定的評価の割合

は９４％と高い水準を維持

している。今年度は特に、

若手が主体的にＯＪＴを進

め、研鑽を積むことができ

た。 

 

・ＯＪＴの充実を継

続する。さらに、校

内の研修だけでな

く、外部の研修の

さらなる活用も促

す。 

 

・今後も様々な研修に参

加し、自己研鑽を続け

てほしい。 

Ⅹ  教員の働き方

改革について 

・校務支援システム

の活用、「チーム

学校」を意識した

業務分担等、組織

的な業務の効率

化・最適化につい

て 

 

◎教職員の肯定的評価は 

 ２０．６ポイントの大幅増

となった。業務の効率化・

最適化に組織的に取り組

み、成果を上げることがで

きた。 

・ＩＣＴの活用によ

る事務作業の負担

軽減など、削れる

ところと、削るべ

きではないところ

をしっかりと分

け、教育活動の充

実のための働き方

改革を一層推進し

ていく。 

 

・ＡＩをうまく活用すれ

ば、事務作業などの効

率化を図れるようにな

るのではないか。学び

に繋がることもあるの

で、うまく活用してい

くとよい。 
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Ⅺ  服務事故の防

止について 

・服務事故防止に向

けた取組などに

ついて 

●教職員の肯定的評価は９

０％を維持しているもの

の、６．５ポイント減とな

った。連携を強化していく

べき事項が明らかになっ

た。 

 

・研修を充実させる

だけではなく、業

務にあたる際に複

数人で確認するこ

と、情報共有を密

にすることなど、

組織的な取り組み

を徹底し、未然防

止に努める。 

 

・左記のとおり。 

 


